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一般的な車両の場合、約30㎝以下の
冠水で走行困難になる場合があります。
一般的な車両の場合、約30㎝以下の
冠水で走行困難になる場合があります。

　風水害では早めの避難が重要です。ただし、すでに避難
経路が浸水しているなど、危険が間近に迫っている状況での
無理な避難行動はできるだけ避けなければいけません。
　そのような場合は、避難所への移動（水平避難）だけで
なく、近隣ビルの高層階や自宅の２階といった高い場所への
移動（垂直避難）を行い救助を待つという判断も必要です。

　鉄道の下など路面が低く
なっているところは、水が
たまる恐れがあるので、車
で入らないようにしましょ
う。浸水・冠水の危険を感
じたら、速やかに車を高台
に移動させましょう。

●地下道（アンダーパス）

１時間雨量
（mm） 10以上～20未満 20以上～30未満 30以上～50未満 50以上～80未満 80以上～

予報単語 やや強い雨 強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨
人の受ける
イメージ ザーザーと降る どしゃ降り バケツをひっくり

返したように降る
滝のように降る
（ゴーゴーと降り続く）

息苦しくなるような圧
迫感があり、恐怖を感じる

災害発生
状況

出典：気象庁「雨の強さと降り方」

この程度の雨でも
長く続く時は注意
が必要。

側溝や下水、小さ
な川があふれ、小
規模のがけ崩れが
始まる。

山崩れ・がけ崩れ
が起きやすくなり
危険地帯では避難
の準備が必要。
都市では下水管か
ら雨水があふれる。

都市部では地下室
や地下街に雨水が
流れ込む場合があ
る。マンホールか
ら水が噴出する。
土石流が起こりや
すい。多くの災害
が発生する。

雨による大規模な
災害の発生するお
それが強く、厳重
な警戒が必要。

大雨の水が川に集ま
り、川の水かさが増し堤
防を超える、あるいは
堤防を決壊させて川の
水が外にあふれておき
る洪水。
氾濫が起きると一気に
水かさが増すため、最
大の注意が必要。

その場所に降った雨水
や、周りから流れ込んでき
た水がはけきれず溜まっ
て起きる洪水。
的確なタイミングで警報
や避難勧告を出すのが
難しいため、注意が必要。

水害には、降った雨が水路や下水道などで排水しきれなくなることにより起こる氾濫（内水氾濫）と、川の堤防が壊
れたり、水があふれたりして発生する氾濫（外水氾濫）があります。まずは、水害の発生するしくみを理解して、避
難場所等まで安全に避難できるよう経路を確認しておきましょう。

避難行動判定フロー （風水害）雨の強さと降り方、災害発生の目安

内水氾濫と外水氾濫

大雨の際の危険箇所 浸水時の水平避難と垂直避難

風風 水害水害
あなたがとるべき避難行動は？

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
分
の
家
が
ど
こ
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あ
る
か
確
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し
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を
つ
け
て
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ま
し
ょ
う
。

家がある場所
に色が塗られて
いますか？

ご自身または一
緒に避難する人
は避難に時間が
かかりますか？

色が塗られていなくても、周りと比べて低い土地や崖のそばなどにお住まい
の人は、町からの避難情報を参考に必要に応じて避難してください。

警戒レベル３が出たら、安全な親戚や知人宅に避難しましょう
(日頃から相談しておきましょう)

警戒レベル３が出たら、町が指定している指定緊急避難場所に
避難しましょう

いいえ

いいえ

災害の危険があ
るので、原則とし
て※、自宅の外に
避難が必要です。

※浸水の危険があっても、
①洪水により家屋が倒壊又は崩落してしまうおそれの高い区域の
外側である
②浸水する深さよりも高いところにいる
③浸水しても水がひくまで我慢できる、水・食糧などの備えが十分
にある
場合は自宅に留まり安全確保をすることも可能です。

※土砂災害の危険があっても、 十分堅牢なマンション等の上層階に住
んでいる場合は自宅に留まり安全確保をすることも可能です。

例外

はい いいえ

はい

警戒レベル４が出たら、安全な親戚や知人宅に避難しましょう
(日頃から相談しておきましょう)

警戒レベル４が出たら、町が指定している指定緊急避難場所に
避難しましょう

いいえ

はい

はい

はい

安
全
な
場
所
に
住
ん
で
い
て
身
を
寄
せ

ら
れ
る
親
戚
や
知
人
は
い
ま
す
か
？

※ハザードマップは浸水や土
砂災害が発生するおそれ
の高い区域を着色した地
図です。 着色されていな
いところでも災害が起こる
可能性があります。

※警戒レベルについては、P.2をご確認ください。
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氾濫水は勢いが強く、大人の膝
程度の深さで歩行が困難となる。
浸水してからの自宅外へ避難は
危険。
気象予報や河川洪水予報などの
情報をもとに、身の危険を感じた
ら自主的に避難を開始する。

裸足、長靴は厳禁。
水中で脱げにくい紐靴などが適し
ている。また、氾濫水は濁っている
ため、水面下が確認できない。長い
棒などを杖代わりとし、側溝やマン
ホール、障害物に注意する。

降雨が続き不安に思っても、川や用水路、
田畑の用水は見に行かない。やむを得な
い場合は複数人で行動する。河川の様子
の確認は、自治体などのライブカメラ情報
を活用する。
また、避難の途中も増水した川の近くを通
るのは避ける。


